
地震保険の始期日（中途付帯日、継続日を含みます。）が2022年10月1日以降となるご契約から、以下の改定
を行いますので、ご案内します。

損害保険料率算出機構が算出している地震保険基準料率では、2015年の届出において、基本料率の改定を３段階に
分けて行うこととしており、2017年1月・2019年1月・2021年1月に改定を行いました。
今回の改定は3段階改定中の保険料不足を解消するため、不足分を上乗せしましたが、震源モデル等の各種基礎データ
を更新した結果、保険料は全国平均で▲0.7％の引下げとなります。

地震保険金額1,000万円あたり、保険期間１年、建築年割引あり

地震保険改定のご案内

1. 保険料の改定

近年の金利状況を踏まえて長期係数（※1）および未経過料率係数（※2）を改定します。
（※1）保険期間が2～5年の長期一括払契約の保険料を計算する際に使用する係数です。
（※2）保険期間が2～5年の長期一括払契約において追加保険料や返還保険料を計算する際に使用する係数です。

2. 長期係数・未経過料率係数の改定

【改定前後の保険料例】

イ構造 経過措置

改定前

イ構造 経過措置 イ構造 経過措置 イ構造 経過措置ロ構造

改定後 改定額 改定率
都道府県

北海道、青森県、岩手県、
秋田県、山形県、栃木県、
群馬県、新潟県、富山県、
石川県、福井県、長野県、
岐阜県、滋賀県、京都府、
兵庫県、奈良県、鳥取県、
島根県、岡山県、広島県、
山口県、福岡県、佐賀県、
長崎県、熊本県、鹿児島県

6,700円 11,100円 11,100円 6,600円 10,100円 10,100円 ▲100円 ▲1,000円 ▲1,000円 ▲1.5% ▲9.0% ▲9.0%

10,600円 19,100円 14,700円 10,400円 17,600円 17,600円 ▲200円 ▲1,500円 2,900円 ▲1.9% ▲7.9% 19.7%

8,700円 17,600円 11,300円 10,400円 17,600円 14,700円 1,700円 0円 3,400円 19.5% 0.0% 30.1%

15,900円 32,900円 20,600円 20,700円 37,000円 26,700円 4,800円 4,100円 6,100円 30.2% 12.5% 29.6%

18,400円 32,900円 23,800円 23,900円 37,000円 30,900円 5,500円 4,100円 7,100円 29.9% 12.5% 29.8%

24,800円 38,000円 35,400円 24,800円 37,000円 37,000円 0円 ▲1,000円 1,600円 0.0% ▲2.6% 4.5%

10,600円 19,100円 19,100円 10,400円 17,600円 17,600円 ▲200円 ▲1,500円 ▲1,500円 ▲1.9% ▲7.9% ▲7.9%

15,900円 37,600円 20,600円 20,700円 37,000円 26,700円 4,800円 ▲600円 6,100円 30.2% ▲1.6% 29.6%

10,600円 19,100円 14,700円 6,600円 10,100円 10,100円 ▲4,000円 ▲9,000円 ▲4,600円 ▲37.7% ▲47.1% ▲31.3%

宮城県、山梨県、香川県、
宮崎県、沖縄県

福島県

茨城県

埼玉県

千葉県、東京都、
神奈川県、静岡県

愛知県、三重県、大阪府、
和歌山県、愛媛県

徳島県、高知県

大分県

ロ構造ロ構造ロ構造

【長期係数】

当社ウェブサイトに掲載の「普通保険約款・特約」をご確認ください。
【未経過料率係数】

2年保険期間

現行 1.90（5.0%）

改定後

※括弧内の数値は実質割引率を示しています。

5年3年

2.85（5.0％） 4.65（7.0％）

変更なし 4.70（6.0％）

4年

3.75（6.3％）
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